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児童生徒一人一人にタブレット端末を整備し、
授業で活用したり、持ち帰って家庭学習などに
活用しています。
今後も、さらなる活用を目指して環境整備を進
めます。

　本市は当分の間、人口が増加すると予測している
ものの、その後は超高齢、人口減少社会が到来します。
この新しい時代に対応するには、多様な価値観を認
め合い、誰もが幸せに感じる社会を築いていけるよう、
まちづくりの当事者となる人材を育てていく必要が
あることから、教育大綱を定めました。
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ＩＣＴ教育の推進

地域全体で子どもたちの成長を支えるために、地域と学校が連携・協働する体制づくりを目指し、地域学
校協働本部を長久手小学校区に設立しました。

地域のボランティアのみなさんや大学生に協力をいた
だき、登下校の見守りや学校内の除草作業、図書の読
み聞かせ、学習支援（夏休み・冬休み宿題教室）など
の活動をしています。

地域学校協働本部

障がいのある児童生徒が安全に学校生活を送
ることができるように、エレベーターの設置な
ど、校舎のバリアフリー化を進めています。
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「適応指導教室 Ｎ-ハウスあい」は、４月１日に、市役所西側に移転し、
「教育支援センター Ｎ-ハウスあい」として新たなスタートをきります。

教育支援センター

多様性尊重地域共存自然共生

対象者 原則、市立小中学校に在籍し、学校になじめず、学校に行けない児童生徒

コンセプト
子ども達の創造性、自主性を育み、少しずつであっても『自分でできること』や、
『人との交流』を通じて、自ら体験し 学ぶことができる場所を目指します。

これからも、開かれた学校を目指し、地域のみなさんの協力を得ながら、さまざまな取り組みを実施していき
たいと思いますので、ご協力をお願いします。

教育大綱の理念
人間力を育み いつまでも健やかで
夢と生きがいを持ち 成長できる人づくり
～ ～・ ・

この理念に基づき、教育委員会ではさまざまな教育
支援を行っています。

NewOpen

活動内容
・個別学習（午前）
・体験活動、調理実習、体育・音楽活動、 農園整備など（午後）
・壁や床の塗装や内装デザイン
・遠足、社会見学、校外学習
・特別教室（英語教室、理科教室など）

スタッフエリア
センターのブレーンです。
スタッフの「おはよう」「またね」
の声掛けが聞こえます。

居場所エリア
子ども達の居場所として、“静ある空間”
を創ります。
学習の場として、静かな時間を好む子ど
も達の大切な居場所になります。

壁や床は
自分たちで！
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創造エリア
壁や床がみんなの作品 ！
センターで過ごす子どもた
ちが、塗ったり、描いたり、
張ったり、ボランティアさん
と一緒に行います。
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